
              機能性腐食土 

      フェリハイドライト様腐植複合体 

 

 機能性腐食土とは、有機性廃棄物資源の堆肥腐植化の全工程中において、クレイエク

ストラクト（鉄ミネラル）を使用して製造する機能性を持った（環境修復力のある）土

です。 

 すなわち、機能性腐食土とは、クレイエクストラクトの持つ①触媒力（分解促進、微

生物活性、有用発酵を通じた腐植化の促進）やクレイエクストラクトの独自の特長であ

る②腐植中の有機物や有機酸と結合して複合体を形成したり、有機物の重合縮合から高

分子化を助ける働きを利用して作られたものです。 

 

1. 特徴及び効果 

① 優れた微生物活性能 

非晶質で表面積が大きく、保水性及び通気性に富む。又、土壌としては団粒構

造を形成する。微生物の環境として、増殖・活性しやすい環境であるため、ス

ーパー微生物の働きが期待できる。 

 

② 優れたイオン交換能及び触媒能 

有機物の分解や、重金属の不活性化（無機化）、悪臭を除去したり、殺菌能に優

れ、ウイルス等の消毒効果に優れている。 

 

③ 優れたガス吸着能や脱臭能 

硫化水素やメタン、アンモニアさらには、塩素や炭素系のガスの吸着分解に富

むと同時にそれらの脱臭に抜群の効果を発揮する。 

 

2. 用途 

①  脱臭資材としての用途 

②  農業分野で残留農薬及び重金属の除去 

③  バイオリアクターとして、有機性の汚水排水の処理 

④  フィルターとして有機無機汚水排水の処理 

⑤  重金属や有害高分子有機物等の汚染土壌処理 

⑥  硫化水素等に汚染されたヘドロや汚泥の処理 

⑦  NO3－イオンの吸着や分解用途（飲用水用） 

⑧  地球温暖化の原因物質の吸着 



（参考）クレイエクストラクト（鉄ミネラル）と 

有用微生物群資材を使用した完熟堆肥の特徴 

 

① 抜群の土壌改良効果！ 

本堆肥を土と混合することにより、土壌が団粒構造になり、通気性、透水性、

保水性が改善され、根の発達が良くなり、さらには微生物環境が整えられます。 

その結果、肥料の化学反応が改善され、栄養分が高く、強い鮮度に富む美味し

い野菜が生産されます。またその結果、過剰硝酸態として植物体内に蓄積され

ません。 

 

② 連作障害を防止し元気な野菜をつくります！ 

本堆肥内にいる活性化した微生物の働きにより、連作障害を防止します。 

連作障害の原因となる前作の野菜の根から分泌された有害成分や有害菌を分解

したり、殺菌します。 

 さらに有用微生物群の増加により、根の発育を促進し障害を無くします。ま

たこの堆肥には、鉄と腐植物が複合体を成したものであり、微生物も植物の根

もこの電子伝達の鉄物質を必要としている。この堆肥の持つＡＴＰ（エネルギ

ー）を得て活発な働きができます。 

 

③ 機能性腐食土としての他の堆肥には無い全く新しい効果！ 

この完熟堆肥は中性で、腐食度合いの進んだミネラル腐植複合体とも言うべき

ものです（クレイエクストラクトのミネラル成分と堆肥の有機物質が複合体を

形成し、様々な機能性を備えた腐食土となります。） 

 この機能性を備えたミネラル腐植複合体（機能性腐食土）はイオン交換能や

触媒体に非常に優れています。 

 C/N 比は土に近い値を示し、ＥＣは低く、ＣＥＣは高い為、その交換能によ

り、土壌塩害を改善したり、保肥力を増します。 

 同時にその触媒能により、土壌残留農薬を分解したり、重金属を吸着するこ

とも可能です。 

 

 

 

 

 



   高機能腐植堆肥製造の事業計画 

（1） 事業計画の実現性 

・補助事業のスケジュール、事業規模、初期投資費用 

別紙工程どうりで、実質 2 カ月で完成できます、今回新築する堆肥建屋 200ｍ2

弱、網籠ボックスは 120 個です、初期投資は 2700 万円です。 

・事業の継続性（発展、定着） 

すでにリサイクル型養豚を始めているので有機性堆肥は継続的に発生します。

又、全農系養鶏場で弊社のﾊﾞｲｵ燃焼用チップでの実証実験を行っており、そこ

からの供給もできますので、供給力はあります。また余剰分は戻しチップとし

て利用できますので、全く心配ありません。 

・執行体制、必要な技術及びノウハウの確保 

養豚施設での人員の増員で体制をつくります、必要技術は特許権者からの製造

依頼があり、ノウハウもすべて伝授されています。（別紙クレイエクストラクト

の資料） 

（2） 事業内容の収益性 

・市場、販路の可能性 

この特殊堆肥の性能が市場に広がるのはこれからです。現在、中国地区の有機

農業の講習会でこの堆肥の特徴を説明したところ、大変な反響となっており、

是非使用したいと予約が入っております、世羅の大規模ブドウ農家、企業進出

の農場、神石高原のこんにゃく農家、有機農業の米農家、ブドウ農家、又原発

事故のため関東以東からの打診があります。 

・建設業の閑散期の有効利用など 

堆肥流通の最大時期は 3 月 4 月と 10 月 11 月 秋物野菜で 8 月となっており、

閑散期に合わせて工程が組んでいけます。 

・先駆性、独創性、希少性、高付加価値など 

別紙試験資料のもあるような鉄 2％以上、ＣＥＣ80 以上の品質のものを販売す

るかぎり、上記の条件にすべて当てはまると思われます。 

 別紙での特徴はにわかには信じがたいのですが、2 年間の実験で 70℃の温度

が 1 年近く維持できたこと、養豚施設での抜群の脱臭効果、養鶏場の鶏糞消滅、

アンモニアの抑制効果、水田での長期とろとろ効果等、体験しております。 

 又この信じ難い話が昨年の広島大学高橋教授の｢微生物はレアーアースがお

すき｣別紙参考の発表によりずいぶん化学的に実証できたのではないかと思い

ます。 

 製造コストを劇的に下げるため、黒麹による食品残渣の飼料化、森林残材の

敷床材としてのリサイクル型養豚を行い、麹によるクエン酸の発生、臭気環境



対策のＥＭやクレイエクストラクトの使用、豚の生命運動による、有機質の細

分化等であくまでも副産物として 3 カ月間 1 次製造を行い、豚舎から取り出し

て堆肥場で 2 次発酵を 1 カ月、熟成を網籠 BOX で 1 カ月行い、高品質な管理が

行えます。製造過程すべてがいいことずくめで、特に堆肥においては、最後の

熟成過程がどこの堆肥場でも問題となっており、この網籠 BOX は視耳的に絶対

的な差別化ができ、営業利点となります。 

・広告宣伝計画（新規開拓） 

神石高原町は有機農業の先進地域で様々な組織の研修、講演があり、そこで宣

伝を行っていきます。後は現在行っている、実証実験が口込みで広がっていき

ます。 

（3） 地域への貢献性 

・特性（地域ブランド等）、貢献、連携・協力 

弊社のリサイクル養豚システムは現在神石高原町のバイオマスタウン構想の中

核事業として位置づけられています。特に豚肉は神石高原ポークとして直販市

場、高原マルシェ等と連携して売りだすつもりです。雇用も波及的に増加して

おります。又この食品リサイクル養豚はマスコミの格好のネタとして取り上げ

られ、集客に大いに貢献できます。 

 最後にこの一連の循環システムで生み出される堆肥は、高カロリーの燃料に

もなります、ﾊﾞｲｵ発電としても最も効率のよい発電となるでしょう、又、発酵

中に発生する高熱利用、コンポスト生ごみ発酵促進剤、消臭剤等商品化バリエ

ーションは多くあります。 

（4） 事業者の財務状況 

・経営状況、事業資金確保方法 

別紙決算書にて対応、弊社の特徴として、大量の固定資産（動産）を所有して

いることです。一見すると自己資本力が低く、財務に余裕がないように見えま

すが、ほとんど償却しきった資産を現存評価をすれば、その含み資産の多さに

気づかれると思われます。平均 5000 万円以上の原価償却と、含み資産の取り崩

しで、自己資金を調整しております、税制上も全く問題ありません。又、会社

が利用する土地は社長よりの安い賃借でまかなわれており、余裕資金は投資に

利用できるようになっております。又神石高原町に求めた 2 万 m2 の土地も日

本政策投資銀行より、購入価格の 2 倍以上の評価をいただき、7000 万円の融資

を低利で頂いております。 
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